
低価格IoTを活用した持続的な茶
の高品質生産技術の開発

愛知県農業総合試験場／センスコム合同会社 by 「あいち農業イノベーション」



センスコム合同会社 概要
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• 設立 2021年4月
• 愛知県立大学で開発した信号処理技術とセンシングノウハウを社会実装
• 設備の予兆保全およびコンサルティング



センスコムの活動体制について
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計10名で

精力的に活動

そして県大学生



愛知県農業総合試験場との協業体制
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• IoT用通信技術
• データ解析技術
• 県大の若いパワー

• 農業生産技術の研究開発
• 農業に関わるビッグデータの保有
• 栽培環境評価のノウハウ

• 安価なセンシングシステム
• 遠隔制御機能



マーケットについて
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お茶の生産量・・・

茶産地の課題を解決し、世界に通用する日本の緑茶・抹茶をさらにアピール

世界的にお茶に関する注目が集まっている

出典：農林水産省「茶をめぐる情勢」,  令和5年2月
https://www.maff.go.jp/j/seisan/tokusan/cha/attach/pdf/ocha-55.pdf

海外市場への
アプローチも検討

茶園農家さんの数：12325
(参考：日本の農林水産業経営体数→107万5705, 令和二年)



農家さん一人が多数の茶園を管理している

お茶農家の抱える農業課題
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これらの課題を が解決
加えて新たな付加価値を提案します

課題２：後継者不足による産業の縮小
• 経験と勘で今まで運営してきた→スキル伝授が困難
• 新しい人がやろうとすると習熟に5年以上を要する

対象：高齢の茶園農家さん

息子は
独立し
会社勤務

課題１：茶園が各地に分散
→巡回が大変

付加価値1:多点モニタリング
→地域ごとの情報を活用！

付加価値2:路地環境
→露地栽培IoTは普及していない！ 付加価値3:遠隔操作に対応

→可視化はできても操作はできない

課題3：価格問題



ソリューションイメージ
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湿度温度 カメラ

電磁弁
リレー回路制御

電磁弁の開閉指示

電磁弁の開閉指示
センサ取得情報

ポイント3

ユーザー
フレンドリ

ポイント2

が容易
製作・取扱

機能の拡張も簡単！
ポイント１

超低価格
ハードウェアは

他社の13%※の価格

※ https://weekly.ascii.jp/elem/000/001/651/1651311/ より

https://weekly.ascii.jp/elem/000/001/651/1651311/


開発中の環境測定装置
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IoT端末を使った安価な測定装置を制作
（自作用マニュアル編集中）

1. 2. 茶園への試験設置

本体の材料費（令和5年時点）

部品名
価 格
（円）

IoT端末 1,500 

ブレッドボード 400 

電池ボックス 300 

その他電子部品 900 

記録用SDカード 1,000 

ケース（タッパー等） 100 

合計 約4,200 

さらに安く効率的に！！

温湿度、地温、土壌水分、日射、EC等
の各種センサーを接続可能



センスコムとの共同でネットワーク対応に
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オンライン
ストレージに
データを蓄積

本体に使用したIoT端末から
データをWi-Fiに転送

Wi-Fi安価な測定装置

＋

LineアプリやXに
データ通知

スマホで手軽に
データ確認



ビジネスモデルについて
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ハードウェアは極めて低額
キットを送り自分で作って
もらえたらより安くできる

サブスクリプション型サービスを検討

愛知から全国, 世界へ
＋お茶以外の露地栽培に横展開

キットを送り自作→より安いなど
センスコムの省力化を目指したHW購入オプションを設ける

オプションにてサポートアドバイス

実際にデータ取得・活用



今後のスケジュール
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愛知農業イノベーションプロジェクト
終了後数年以内

サービスのローンチを予定

最終製品の作成
要素技術・試作機の開発

実地にて実証実験
→茶園農家さんからFB

技術・製品の展開
茶園以外の露地栽培にアプローチ
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